
年
有
志
総
代
は
、

明
治
二
十
二

年
十
月
二
十
日
、

関
貞
吉
外
四
名
が
黒
田
清
隆
の

官
舎
を
、

相
川
鳳
太
郎
外
五
名
が
西
郷
従
道
の

官
舎
を
訪

れ
、

条
約
改
正
中
止
の

「
陳
情
書
」
を
各
秘
書
官
に

渡
し
て
い

る
。

四
　
南
多
摩
郡
八
王
子
町
長
平
林
定
兵
衛
外
十
九
名
の

町
村
長
連
名
に

よ
る
条
約
改
正
中
止
の

建
白
書
。

『
朝
野
新
聞
』（
明
治
二

十
二
年
十
月
二
十

三
日
付
）
に

よ
れ
ば
、

上
記
町
村
長
の

惣
代
と
し
て

井
上
光
治
・

井
上
吉
之
助
の

二
人
が
、

十
月
二

十
二
日
に

元
老
院
へ

提
出
し
た
。

五
　
都
筑
郡
の

有
志
百
五
十
名
に

よ
る
条
約
改
正
中
止
の

建
白
書
。

同
右
『
朝
野
新
聞
』
に

よ
れ
ば
、

井
上
貞
雄
が
惣
代
に

な
り
、

十
月
二
十
二

日
に

元
老
院
へ

提
出
し
た
。

県
下
の

場
合
、

政
府
案
を
支
持
し
て

条
約
改
正
断
行
を
建
白
し
た
例
は
ま
だ
見
つ

か
っ

て
い

な
い
。

条
約
改
正
中
止
の

建
白
は
三
大
事
件
建
白
と

異
な
り
、

大
隈
案
に

基
づ
く
条
約
改
正
反
対
の
一

点
に

絞
ら
れ
て

い

る
が
、

先
に

掲
げ
た
天
野
案
に

よ
る
「
条
約
改
正
中
止
之
儀
建
言
」、

新
出
の

井
上
光
治
・

細
野
喜
代
四
郎
ら
に

よ
る
「
条
約
改
正
建
白
書
」
の

二
通
は
、

い

ず
れ
も
単
に

反
対
と
い

う
の

で
は
な
く
、

明
年
の

国
会
開
会
後
に

国

民
の

意
見
を
反
映
し
て

改
正
せ
よ
と
い

う
も
の

で
、

民
権
を
基
礎
に

条
約
改
正
の

中
止
を
要
請
し
て

い

る
点
が
注
目
に

値
す
る
。

大
隈
案
も
結
局
中

止
に

な
る
事
情
は
周
知
の
と
お
り
で

あ
る
。

な
お
、

一

八
九
二
（
明
治
二
十
五

）
年
末
ご
ろ
、

北
多
摩
郡
の

有
志
内
野
杢
左
衛
門
以
下
二

十
二

名
が
、

「
条
約
改
正
ニ

関
ス

ル

請
願
」
を
衆
議
院

に

提
出
し
て

い

る
。

こ

れ
は
、

同
年
十
一

月
二
十
九
日
に

開
院
し
た
第
四
議
会
に
お
い

て
、

上
奏
案
に

外
国
人
の

「
内
地
雑
居
」
を
許
す
方
針
が
あ

っ

た
た
め
で

あ
る
。

同
請
願
は
、

税
権
の

回
復
と
領
事
裁
判
制
の

徹
廃
、

内
地
雑
居
反
対
（
数
か
所
の

開
港
場
に

限
定
居
留

）
を
要
請
す
る
内
容
の

も

の
で

あ
っ

た
（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
五
六
）。
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